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端をMason-Allen法に準じて付着部に再縫着した．閉創前に phosphate buffered saline（PBSと
略）あるいは BMP-7を肩峰下滑液包内に注入した群をそれぞれ PBS, BMP-7群とし，修復部直
上に PBSあるいは BMP-7を含浸させた GHSを留置した群をそれぞれ PBS+GHS，BMP-7+GHS
群とした．術後 2，4，8 週に µCT を用いて異所性骨化の有無を評価した．術後 2，4，8 週に
HEおよび safranin O染色で組織学的評価を行い，tendon-to-bone maturing scoreを用いて定量評
価した．術後 4，8週に引張試験機を用いて最大破断強度を測定し，力学的評価を行った． 












る異所性骨化のリスクが高くなる可能性を指摘されている．本研究では µCT で BMP-7 群，
BMP-7+GHS群とも明らかな異所性骨化を認めなかったことから，本研究で用いた BMP-7の濃
度や投与方法に安全性の問題がなかったと考えた．BMP-7は，未分化間葉系細胞に対する軟骨
分化誘導作用や軟骨細胞に対する軟骨基質産生促進作用，腱細胞に対する細胞増殖作用や基質
産生亢進作用が報告されている．本研究では，組織修復について PBS群と BMP-7群の間で有
意差を生じなかった．BMP-7の単独投与では，生体内での寿命が短いために組織修復を促進す
る局所濃度を持続できなかった可能性がある．術後 8週において，BMP-7+GHS群では BMP-7
群と比較して腱骨接合部の組織修復が促進していたことから，GHSを用いた BMP-7の局所濃
度維持が腱骨接合部の良好な修復につながったと考えた．BMP-7+GHS群では，最大破断強度
も最も高い結果となった．腱骨接合部における軟骨は力学ストレスの緩衝作用が報告されてお
り，腱だけでなく軟骨修復の促進が力学的強度を改善したと考えた．  
本研究は，GHSを用いた BMP-7の徐放が腱板修復を促進させることを示した．GHSを用い
た BMP-7の徐放は腱板修復術において有用な治療法となる可能性がある． 
